
 

 

二 個々の特定ものづくり基盤技術ごとの事項 

（一）デザイン開発に係る技術に関する事項 

１ デザイン開発に係る技術において達成すべき高度化目標 

（１）当該技術の現状 

当該技術は、製品の審美性のみならず、ユーザーが求める価値、使用

によって得られる新たな経験の実現・経験の質的な向上等を追求するこ

とにより、製品自体の優位性に加え、製品と人、製品と社会との相互作

用的な関わりも含めた価値創造に繋がる総合的な設計技術である。 

デザインの優劣によって製品の売上が大きく変化する等、当該技術

は、マーケットに直接影響を与え得る重要性の高い技術である。さら

に、製品の形状・質感の改善や操作性・安全性の向上による個々の製品

としての機能向上に加えて、製品とユーザーとの関係性や心地良さ、使

用環境との調和を分析することで、製品とユーザーとの新たな関係の提

案による生活スタイルの革新、製品とサービスの融合による新しいビジ

ネスモデルの創出等、コトづくりへの波及効果がある。加えて、高齢化

等の社会的課題への対応に際しても重要な役割を担うと考えられる。 

一般市場向け製品開発においてユーザーに訴求する事項は、川下製造

業者等が主体的に決定するケースが多いが、川上中小企業者等が受託取

引に係る関係から脱して、市場に近い事業領域を目指すためには、当該

技術の獲得・高度化が極めて重要な課題となる。 

当該技術の川下製造業者等の産業分野としては、全ての産業分野が横

断的に該当すると考えられるが、特に製品の価値向上におけるデザイン

が重視される分野として衣料品・日用品等の産業分野が挙げられる。ま

た、自動車等の輸送機械分野、ロボット分野でもデザインの重要度は高

く、これまでは川下製造業者等が主体的に担っているものの、川上中小

企業者等が当該技術の高度化に取り組むことにより、製品等の消費者へ

の認知度の向上、川下製造業者等への波及効果が期待される。 

さらにデジタル家電分野等では、単なる製品の形状・操作性の設計だ

けではなく、新しいコンテンツや情報通信ネットワーク等のサービスと

の融合によって消費者の生活スタイルをデザイン（スマートライフ・ホ

ーム）するという広い視点から、当該技術の重要性が高まっている。そ

の他にも、例えば、農林漁業の六次産業化等、幅広い分野において当該

技術が求められている。 

 

（２）当該技術の将来の展望 

グローバル化の進展や企業間競争の激化のなか、川上中小企業者等が



 

 

市場で存在感を保ち、生き残っていくためには、消費者や川下製造業者

等に対して製品の魅力を独自に提案できる企画力・提案力が求められて

いる。消費者市場に近い事業領域にあっては、機能性や経済性に加え

て、ユーザーが求める価値・経験を捉えることが重要である。 

しかしながら、川上中小企業者等は、加工技術や成形技術の保有、審

美性の追求等、単一領域における強みがあったとしても、市場分析から

周辺技術の調査・課題発見、様々な領域における必要な研究開発、試

作、知的財産権（特許権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権等）の

取得及び取扱い等、製品設計を総合的に実施する体力に課題を抱えてい

る場合が多い。また、川上中小企業者等は川下製造業者等に比べ、価値

創出の上で重要な役割を担っていたとしても、立場上その取組に対する

適切な評価がなされにくいことも課題に挙げられる。このため、デザイ

ン開発技術の高度化を進めるにあたっては、常に市場ニーズを意識し、

最終的な製品として利用される場面を見越した設計を検討するととも

に、求めるリソースを持つ者と任意に連携しながら製品開発を促進する

ことが求められる。 

他方、ＩｏＴ、ＡＩ等の活用によって、こうした課題を解決し、デザ

イン開発に係る技術の高度化やそれに関連した新たなサービスが創出さ

れる可能性がある。例えば、ユーザーや川下製造事業者等のニーズをタ

イムリーに捉え、自動制御技術等と組み合わせることで、多様化する個

々のニーズに対応したカスタマイズ製品を迅速かつ安価に供給する（マ

スカスタマイゼーション）等、更なる技術の高度化等の可能性を有して

いる。 

また、計測機器等により生成されたデジタルデータを元に、３Ｄプリ

ンタやレーザ加工機等の工作機械で復元・製造するデジタルファブリケ

ーションによって、将来的には個人が企画・デザインを設計し、製品化

するといったことも想定される。こうした中で、当該技術は、ＩｏＴ、

ＡＩ等の活用も含めた総合的な設計技術として期待されるものであり、

これを前提として各技術分野に関する研究開発が進められていくことが

想定される。 

 

（３）川下分野横断的な共通の事項 

当該技術の川下製造業者等が抱える共通の課題及びニーズ並びにそれ

らを踏まえた高度化目標を以下に示す。 

 

①川下製造業者等の共通の課題及びニーズ 



 

 

ア．審美性・感性価値の向上 

ユーザーを魅了する製品づくりにおいて、審美性の向上に対する

ニーズが高い。従来のものづくりでは、このような直接ユーザーに

訴求する事項は、川下製造業者等が主体的に決定するケースが多か

ったが、近年では川上中小企業者等の側から、審美性に優れた製品

や部品を提案することが求められている。 

イ．ユーザーが求める価値・経験の実現 

素材、部品や製品に対して、設計理論に基づいた形状や構造の最

適化等が求められるが、加えて、製品の使用によって得られるユー

ザーエクスペリエンス、サービス価値の向上のためにも、ユーザー

視点に立った価値・経験を実現することが求められる。例えば、当

該技術の高度化による、空気抵抗を極限まで低減する流線型形状の

構造や限られた空間に微細な部品を最適に組み込んだ製品等の開発

は、製品そのものの機能の向上に加え、ユーザーの満足感を高める

効果も期待できる。また、人間工学に基づくデータを活用すること

で、使用時のユーザーエクスペリエンスを定量的に分析し、製品を

高機能・高性能化するような取組もでき、重要性が高まると考えら

れる。 

ウ．製品・サービスのユーザビリティ 

ユーザーが容易かつスムーズに製品等を使用できるよう、操作性

・機能性の向上が求められる。特に、一般のユーザーが使用する製

品や操作が複雑な機器等にあっては、マニュアルを参照しなくても

直感的に操作ができるような工夫や、操作方法等が視覚的に認識で

きる技術を活用することにも高いニーズがある。 

また、障害者や高齢者等も含め、全てのユーザーにとって使い勝

手が良い設計、すなわちユニバーサルデザインに配慮した対応も求

められる。 

エ．製品の安全性・品質の安定性 

川下製造業者等のみならず消費者や社会全体からの製品の安全性

及び品質の安定性に関する要求水準は高まっており、想定されるあ

らゆるリスクに備えた安全設計への取組が求められる。 

なかでも、幼児等による想定外の使用に対する安全性の確保・向

上や、長期使用や劣悪な使用環境に起因する故障時に製品が安全サ

イドに機能を停止するフェイルセーフ設計が重要な課題である。さ

らに、設計、生産工程や使用時の外乱に対して品質の安定化を図る

ために、製造工数の削減やロバスト設計が求められる。 



 

 

オ．環境負荷への対応 

ものづくりに課せられる環境への責任は年々強まりと広がりを見

せている。持続可能な社会の実現を目的として、生産、使用、廃

棄、リサイクル等製品のライフサイクル全体を通じた環境負荷の低

減が社会的な課題となっている。そのため設計からリサイクルに至

る全ての工程において、環境負荷低減につながる配慮、取組が求め

られる。 

カ．ブランド化 

当該技術によって審美性、安全性・品質、操作性等を確保・向上

したとしても、消費者に直接訴求しなければ、満足感・魅力の向

上、他者との差異化には繋がらない。そのためにはものやサービス

の価値を無意識に認識できるブランドを確立することが重要であ

り、デザイン開発の高度化と連携して、製品を購買する影響要因へ

のアプローチが必要である。 

 

②高度化目標 

ア．審美性・感性価値の向上 

審美性・感性価値は、ユーザーの感受性や価値観等に深く関わる

事項であり、本来、工学的な手法だけでは高度化を図ることは難し

い。そのため、デザインへの取組に対する目利きの確保が重要であ

る。また、審美性・感性価値の向上のためには、試作段階において

試行錯誤の中で、ユーザーニーズに対応していくことが重要であ

る。そのため、試作プロセス効率化はユーザーニーズに迅速に対応

する上で重要な役割がある。具体的には、３次元ＣＡＤ（Computer 

Aided Design）ソフトウェアの高度化、コンピュータによる操作シ

ミュレーションの活用、モックアップ試作の効率化等が有効であ

る。 

また、保有技術の評価、コンセプトの確立、ユーザーの共感の定

量的な測定も当該技術の高度化のための有効な手法である。様々な

マーケティング手法を駆使することで、形状、色彩、質感、装着感

といった感性価値を的確に把握し、デザインにフィードバックす

る。 

イ．ユーザーが求める価値・経験の実現 

ユーザーが求める価値・経験を、コストも含めた最適なバランス

で実現するためには、設計理論に加えて、ユーザーエクスペリエン

ス等を製品開発に反映させることや、人間工学等に基づく定量的な



 

 

分析、短納期開発、フレキシブル生産、サービス価値によるユーザ

ーニーズへの対応等を製品開発に活用していくことが有効である。 

ウ．製品・サービスのユーザビリティ向上 

操作性や使用感の向上のためには、試作品開発と使用テスト等を

通じた試行錯誤が想定されるが、人間工学等の学術に裏打ちされた

手法と人体寸法や運動能力・操作能力等に関するデータベースを活

用することで、その効率化を図ることができる。 

さらに、ユニバーサルデザインに基づいて、全てのユーザーにと

って利便性や認知性が高い製品を設計することも有効である。特に

障害者や高齢者等特定のユーザーを想定した製品やそのデザインに

おいては、個々のニーズに配慮して製品や部品のカスタマイズ、サ

ービスの提供を行うことでユーザーの利便性が向上し、満足度の向

上が見込まれることから、ユーザーニーズに応じて、製品・サービ

スの差別化、標準化を行う。 

エ．製品の安全性・品質の安定性の向上 

過去の製品事故に関するデータベースを参照することで、製品や

部品に潜む潜在的なリスクを推定することができる。ＩＴ

（Information Technology）活用によるリスク分析や安全設計によ

り、製品事故を未然防止し、製品の安全性を向上させる。生産工程

のシミュレーションによって生産時の不良品の発生を抑制し、使用

時における外乱の影響をシミュレーションすることで劣悪環境下の

使用でも製品や部品の機能を保持できる品質安定性を実現する。 

さらに、部品に不具合が生じた場合の製品全体、想定外の使用も

含め、製品が使われる場面を、様々な観点からシミュレーションす

ることで、不具合発生時に安全サイドで機能を停止するフェイルセ

ーフ設計を実現する。 

オ．環境負荷の低減 

形状に起因する空気抵抗の低減等、デザインは製品の環境負荷低

減への貢献の重要な要因となっている。生産工程の簡素化、原料使

用量の削減、廃棄段階におけるリサイクル性への配慮がされた設計

は、製品のライフサイクル全般に渡る環境負荷を低減する。 

このために、部品・製品設計の初期の段階からＣＡＤ、ＣＡＭ

(Computer Aided Manufacturing) 、 Ｃ Ａ Ｅ (Computer Aided 

Engineering)等の技術を活用して製品のライフサイクル全体を検証

するとともに、特に生産プロセスのデザインにおいては、部品や製

品のデザイン変更に容易に対応できるよう柔軟性が高い生産現場を



 

 

実現する。 

カ．ブランド化 

上記の高度化によるデザインで市場に大きなインパクトを与える

ためには、マーケティング等によりその個性を訴えることが重要で

ある。そのためにもユーザーの潜在的なニーズにも対応できるよう

な製品のターゲティング手法の開発や、統一感のあるデザインによ

る製品のブランド化を図ることが有効であり、このような考え方を

戦略的な企業経営に活用する。 

キ．ＩｏＴ、ＡＩ等によるデータ利活用の推進 

ＩｏＴ、ＡＩ等のデータ利活用に関する急速な技術革新が進展す

ることによって、デザイン開発に関するニーズの把握や設計等のあ

らゆるプロセス等を革新し、新たなサービスが創出される可能性が

ある。こうした技術を積極的に活用し、上記ア．からカ．までに掲

げるデザイン開発に係る技術の高度化目標を実現する。 

 

（４）川下分野特有の事項 

当該技術の川下製造業者等が抱える特有の課題及びニーズ並びにそれ

らを踏まえた高度化目標を以下に示す。 

 

１）医療・健康・介護分野に関する事項 

医療ニーズの多様化や医療技術の高度化に伴い医療機器等に対する開

発ニーズは増大している。低侵襲治療を支援する医療器具、医療用人工

部品等は、材質的に人体への影響が少ない等安全性に加えて、形状・触

感等における装着感や肌触り等をはじめとした人体との親和性、術中に

的確かつ繊細な操作をするための操作系の形状や、器具の軽量化といっ

たことが求められる。このようなデザインは医療等の分野の高度化に資

する重要な技術である。 

さらに、介護機器等の福祉用具においては、高齢者の自立支援や介護

実施者、被介護者双方の負担の軽減に資するためのロボット介護機器等

の開発ニーズが高まっており、介護、福祉サービスの質の向上を支える

上でデザイン技術の向上が重要となる。また、誤作動が生命に重大なリ

スクを招くため、フェイルセーフ設計を徹底するとともに、ユーザーの

操作の安全性を高めることが求められる。 

また、近年では予防医療に注目が集まっており、生活習慣病等の予防

のための行動変容を促す医療機器やウェアラブル端末等の開発の進展が

見込まれる。このようなデザインは医療等の分野の高度化に資する重要



 

 

な技術である。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．製品の安全性、使用時の安全措置 

イ．操作性や装着感等のユーザビリティの向上 

ウ. 人間の行動変容を促す機能の実現 

②高度化目標 

ア．人体への安全性の実現とフェイルセーフの徹底 

イ．人間工学・生理学等の理論に基づく高いユーザビリティの実現 

ウ．予防医療の促進のための人間の行動変容に資するデバイス・ソフ

トウェアのデザイン 

２）環境・エネルギー分野に関する事項 

社会システム全体の中で、エネルギー消費効率の最大化や環境負荷の

最小化が期待されている中、環境適合設計によるエネルギー効率の向上

・低環境負荷性等の実現が求められている。特に、近年注目されている

洋上風力・燃料アンモニア・原子力・水素・太陽光といった脱炭素化に

向けたエネルギーについては、発電効率・環境負荷低減への要求が非常

に厳しい中で、我が国固有の台風や地震等の高い災害リスク等への課題

への対応も求められる。また、エネルギーの安定供給に向け、設備の拡

張性・メンテナンス性等の運用における個別要求も求められることか

ら、川下・川上双方の製造業者の連携したシステムデザインをベースと

した技術開発・システム開発への取り組みが必要であり、当該技術が重

要である。また、エネルギーシステムにおけるユーザーによる誤操作の

防止、不具合を重大事故に繋げないための冗長性の確保等、人間工学等

を活用した安全性向上やシステムの多重化等も求められている。 

他方、エネルギー需要家側のエネルギー利用最適化に繋がるエネルギ

ーマネジメントシステムへの取り組みも注目されており、例えば、給

湯、空調、照明等需要側の機器と系統の状況に応じ、ヒトの快適性を損

なわず、最適制御を自動的に行えるシステム開発といった取り組みや、

各家庭における機器のデータをＩｏＴ、ＡＩで収集・解析し、快適でエ

コなライフスタイルを提案することで、脱炭素に向けた高度な行動変容

を促進する取り組み等も注目されており、こうした仕組みを実現してい

くためにも当該技術が重要である。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．エネルギー効率向上 

イ．劣悪な使用環境下や我が国固有の気候条件災害に対する耐久性の

向上 



 

 

ウ．エネルギーシステムに関する拡張性向上・操作性向上 

エ．冗長性の確保によるシステム安定性の向上 

②高度化目標 

ア．大規模なシミュレーションによるシステム全体の挙動検証 

イ．通常運転時における操作性の向上と異常時への対処 

ウ．システムの多重化・メンテナンス性の向上 

エ．発電効率向上・耐久性向上に関する技術の高度化 

オ．快適性等の感性を解析することのできる技術の高度化 

 

３）航空宇宙分野に関する事項 

航空宇宙分野においては、安全性の確保が最重要課題である。操縦者

の誤操作を徹底的に排除するための機器の操作性、計器の視認性の向

上、フライ・バイ・ワイヤ等の電子制御で使用される電子部品の高信頼

設計等が求められる。また、乱気流による急な揺れ等の事態に備え、座

席やワゴン等の備品の堅牢化や安定性の向上が求められる。さらには損

傷が発生した際の飛行の継続を確保する設計も重要である。他方、搭乗

者の快適性の向上も重要な課題であり、疲労が少ない座席形状のデザイ

ンや、照明・音響等機内環境の快適性がユーザーの満足度の向上に繋が

る。 

さらに、燃費向上、航続距離の延長等経済性の観点から効率的な流体

設計や機体及び部品の軽量化・コンパクト化も求められる。安全性を最

優先しつつ、快適性と経済性のバランスを図ることが重要である。 

また、操縦者の運航支援として、人工衛星・データ通信技術を活用す

ることにより、操縦者が安全で最適な軌道を判断し安全性を確保するた

めの取り組みも行われており、そのためユーザビリティ性に関わる設計

を行うためにも、当該技術が重要である。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．快適性の向上 

イ．安全性・操作性・認識性の向上  

ウ．燃費等の経済性の向上 

②高度化目標 

ア．ユーザビリティの向上、快適性の実現 

イ．情報技術等を活用した電子部品の機能性・信頼性向上 

ウ．ＩｏＴ等のデータ活用技術の高度化 

エ．シミュレーション、流体工学等による省エネルギーに資する設計 

 



 

 

４）その他の分野に関する事項 

a.衣料品・日用品等分野に関する事項 

衣料品・日用品等は生活に身近な存在であり、衣料品、衛生用品、化

粧品、家具等のように人体親和性を考慮の上設計されているもの、装飾

品・玩具等のように審美性やブランド化が重視されているもの、日用雑

貨等のように利便性の向上が求められるもの等、その用途に応じてニー

ズ・課題も多様化している。製品事故の防止や誤飲防止といったリスク

回避等、ユーザーが安全に使用する上での大前提条件に加えて、ユーザ

ーエクスペリエンス等に配慮し、ユーザーが快適に利用できる製品の開

発が求められる。ユーザーの特性に応じた個別設計と全てのユーザーに

とって利便性の高いユニバーサルデザインによる双方のアプローチが重

要であり、マーケットニーズに応じて、製品・サービスの差別化、標準

化を図っていくことが重要である。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．快適性の向上 

イ．安全性の向上 

ウ．マーケットニーズへの対応 

②高度化目標 

ア．ユーザーエクスペリエンスへの配慮 

イ．人体への安全性の実現、フェイルセーフの徹底 

ウ．製品・サービスの差別化、標準化 

 

b.自動車等輸送機械分野に関する事項  

多様化する顧客ニーズ、安全面からの操作性向上に応えるために、デ

ザイン形状や衝突安全性の高度化等が課題である。今後、自動走行技術

が社会に進展していくことよって、人によるハンドル等の操作を前提と

しない自動車が生まれる可能性もある。それにより、例えば人によるハ

ンドル等の操作の在り方が自動走行の度合い（運転支援から完全自動運

転）に応じて変化していくことが想定され、操作性や安全性の高い操縦

席・内装のデザイン等、消費者ニーズも多様化していくことも想定さ

れ、当該技術が重要である。 

また、操縦自体の自動化や付属機器のＩｏＴ化が進展している。例え

ば、船舶等物流関連の輸送機械に関しては、ＡＩ・ＩｏＴ等を活用する

ことで、ヒトが的確に運航の状態・運行ルートを把握し、適切な判断を

行うことを支援するシステム等が求められており、当該技術が活用され

ている。こうしたシステムの開発を支えるために、種々の電子機器の操



 

 

作性向上や連携、システムの安定性、堅牢性等の配慮も重要である。 

さらに、こうしたＩｏＴ化による自動車等輸送機械といったモビリテ

ィのコネクテッド化・自動化がさらに進展していくことで、モビリティ

から取得される多様なデータが都市の情報ネットワークに接続し、都市

インフラ等外部のデジタル化と繋がることにより、モビリティ周辺のサ

ービスやその他幅広い業種でのサービスがデザインされ、スマートシテ

ィ化が進んでいくことが考えられる。そのため、当該技術による取り組

みが重要である。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高機能化、高性能化 

イ．安全性・操作性の向上 

ウ．ＩｏＴ、ＡＩ等の活用によるシステム化、利便性向上 

エ．都市インフラとの接続による新たなサービスの創出 

②高度化目標 

ア．機能美の実現 

イ．ユーザビリティに配慮した安全設計の実現 

ウ．周辺機器の機能性・信頼性向上 

エ．データ通信基盤構築に資する技術の高度化 

 

c.スマートホーム分野に関する事項 

情報技術の進展やデジタル家電製品の高機能化の進展に伴い、スマー

トフォンやタブレット、ノートパソコン等については軽量化・薄型化・

小型化が進む中で高い剛性・耐衝撃性の確保が必要であり、パネルディ

スプレイ等については大型化及び審美性の向上に対応していくことが必

要になる。 

 また、製品のＩｏＴ化が進む中で、生活シーンに密接な関係にある様

々な製品がＩｏＴ製品に置き換わることが見込まれており、新たな使用

場面や環境を想定し、データ活用により、生活スタイルそのものを提案

していくことが求められる。製品に関わる新たなサービスの提供は、他

の製品との差別化を図る上で重要な手法であり、ユーザーが求める価値

や経験の実現にも繋がる。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．高機能化・高性能化・操作性の向上 

イ．審美性の向上 

ウ．独自の価値の創出 

エ．エネルギー消費効率の向上 



 

 

②高度化目標 

ア．高処理能力、ユーザビリティへの配慮 

イ．加工技術の高精度化・高効率化 

ウ．新たなサービスの提供 

エ．ユーザーエクスペリエンスへの配慮 

 

d.ロボット・産業機械分野に関する事項 

ロボットは製造プロセスの高度化等を目的とする産業用ロボットや医

療・介護分野をはじめ人間の生活と密接するロボット等、その用途に応

じて多様化している。前者は生産性の向上のために高速性及び長期安定

性といった機能に加えて、作業に利便性を提供する操作性の高度化が求

められる。後者は、人の生活と深く関わるため、使用時の快適性やリス

クを勘案した安全設計が要求される。 

①川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．操作性の向上 

イ．快適性の向上 

ウ．安全性の向上 

②高度化目標 

ア．優れたユーザビリティの実現 

イ．ユーザーエクスペリエンスへの配慮 

ウ．リスク分析による安全設計の実現 

 

e.農業分野に関する事項 

農業分野においては、農業の六次産業化とも言われるような新たな付

加価値の創出への取り組みが注目されている。一次産業としての農産物

の栽培と、二次産業としての加工、三次産業としての小売業等の事業と

の総合的かつ一体的な推進を図り、農村の豊かな地域資源を活用した新

たな付加価値を生み出す取組であり、栽培して終わりではなく、その使

い方・売り方まで含めてのトータルでのデザインが必要である。栽培・

加工・販売におけるノウハウに加え、ＩｏＴ、ＡＩといったデジタルの

要素を組み込むことで付加価値の高い産業としての成長が期待されてお

り、当該技術が重要である。 

① 川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．生産性・加工技術の向上 

イ．農産物の付加価値向上 

ウ．販路の開拓・確保 



 

 

② 高度化目標 

ア．ＩｏＴ、ＡＩを活用した生産性向上・加工技術向上にかかる技術の

高度化 

イ．Ｅコマース等異業種との連携を通じた技術開発・製品開発 

 

２ デザイン開発に係る技術における高度化目標の達成に資する特定研究

開発等の実施方法 

当該技術に対する川下製造業者等の課題及びニーズに対応するための技

術開発の方向性を５点に集約し、以下に示す。 

（１）審美性向上のための技術開発の方向性 

 ①形状、色彩等の審美性向上 

 ②質感、装着性の向上 

 ③形状や構造の最適設計 

④感性価値・ブランドの創出 

⑤デザインに関する人材・知見の活用 

⑥ユーザー満足度の向上 

  

（２）ユーザー価値・経験に対応した技術開発の方向性 

①ユーザーの潜在的ニーズの発掘 

②ユーザーエクスペリエンスに配慮したプロダクト価値の創出 

③人と製品の相互作用の分析 

④製品が提供するサービス価値の向上 

 

（３）ユーザビリティの向上に対応した技術開発の方向性 

 ①操作性向上、高機能化 

 ②人間工学・リスク分析による安全設計 

 ③ユーザーニーズに対応した差別化・標準化 

 ④ラピッドプロトタイピング、試作工程の柔軟化・高度化 

 

（４）管理技術・環境配慮の向上に対応した技術開発の方向性 

①製品の品質安定性の向上 

②知的財産権（特許権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権等）に

よる保護 

③海外市場に適合する規格・規制への対応 

④メンテナンス性、修復性の確保 

⑤リサイクル性 



 

 

⑥不良率の低減、部素材の少量化 

 

（５）ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した技術開発の方向性 

①センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積 

②ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最

適化、匠の技のデジタル化等を通じたデザイン開発プロセスの効率化

・生産性向上 

③ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出 

 

３ デザイン開発に係る技術において特定研究開発等を実施するに当たっ

て配慮すべき事項 

厳しい内外環境を勝ち抜く高い企業力を有する自律型企業へと進化する

ためには、川上中小企業者等は、以下の点に配慮しながら、研究開発に

積極的に取り組み、中核技術の強化を図ることが望ましい。 

 

（１）今後の当該技術の発展に向けて配慮すべき事項 

①産学官の連携に関する事項 

川下製造業者等、公設試験研究機関、大学等と積極的に連携し、事業

化に向けたニーズを把握しつつ、独創的な研究・技術開発を行うことが

重要である。その際、自らが有する技術についての情報発信を適切に行

い、円滑に研究開発が進むよう努めるべきである。特にＩｏＴ・ＡＩ等

の活用においては、例えば、センサや情報処理等、それぞれの専門分野

や技術等の強みを活かした企業間の連携が重要であり、当該技術分野を

超えて、複数の技術分野を組み合わせた研究開発が求められる。 

②人材確保・育成及び技術・技能の継承に関する事項 

技術力の維持・向上に必要な人材の確保・育成のために、若手人材の

リーダーへの育成に努めるとともに、熟練技術者とのペアリングによる

研究管理や、ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による熟練技術者の匠の技・ノウハ

ウのデジタル化等により、技術・ノウハウを若年世代へ円滑に継承して

いく必要がある。また、ＩｏＴ、ＡＩ等の新たな技術の活用に求められ

るデータサイエンティスト等の専門技術者の確保・育成にも取り組んで

いくことが必要である。 

③生産プロセスの革新に関する事項 

製品開発過程においても、常に自動化、省エネルギー、省スペースと

いったプロセスイノベーションを意識する必要がある。また、自由度の

高い製造工程と生産性の向上を目指し、研究開発段階においても、積極



 

 

的にＩｏＴ、ＡＩ等の活用を図ることが望ましい。 

④技術体系・知的基盤の整備、現象の科学的解明に関する事項 

公的機関が提供する国際標準等の知的基盤を有効に活用しつつ、計測

技術及びシミュレーション技術を用いて、自らの技術や技能の科学的な

解明に努めるとともに、技術や技能のデータベース化を図りながら技術

体系を構築していくことが重要である。 

⑤知的財産に関する事項 

自社が保有する技術を知的財産として認識し、管理していくことが重

要であり、その有効な手段である特許権や意匠権の取得を適切に図る必

要がある。他方、特許出願すれば、その内容が公になることや、特許権

の効力は出願国にしか及ばないことから、特許出願せずにノウハウとし

て秘匿することや、出願公開されずに権利成立後も一定期間秘密を保持

できる意匠制度を活用することが好ましい場合もあり、戦略的な対応が

求められる。 

川下製造業者等は、川上中小企業者等と共同で研究開発等を行う場合

には、事前に知的財産権の帰属、使用範囲等について明確に取決めを行

うとともに、川上中小企業者等が有する知的財産を尊重すべきである。 

⑥サイバーセキュリティ対策・プライバシー配慮に関する事項 

ＩｏＴ、ＡＩ等の活用に際しては、その前提となるサイバーセキュリ

ティ対策や取得するデータに関するプライバシーへの配慮等について併

せて検討することが重要である。 

 

（２）今後の当該技術に係る川上中小企業者等の発展に向けて配慮すべ

き事項 

①グローバル展開に関する事項 

積極的に海外市場の開拓を図るためには、環境・エネルギー等のグロ

ーバルな社会課題への対応や、ターゲットとなる市場のニーズに応じた

製品開発を進める必要がある。海外展開を進める際には、競争力の源泉

となる技術の流出防止を徹底することが重要であり、流出の懸念がある

技術についてはブラックボックス化を進める等の対策を講じるべきであ

る。また、ＩｏＴ、ＡＩ等のデータ利活用を前提とした製品・サービス

については、グローバルに流通することも見据えて、データに関する海

外法制等にも留意した設計・開発を進めるべきである。 

②取引慣行に関する事項 

川上中小企業者等及び川下製造業者等は、受発注時における諸条件や

トラブル発生時の対処事項等について契約書等で明確化することが望ま



 

 

しい。また、製造委託等代金の支払遅延や減額等の禁止行為を定めた製

造委託等に係る中小受託事業者に対する代金の支払の遅延等の防止に関

する法律や、取引対価の決定や製造委託等代金の支払い方法等につい

て、委託事業者と中小受託事業者のよるべき基準を示した、受託中小企

業振興法に定める「振興基準」を遵守し取引を行わなければならない。 

③サービスと一体となった新たな事業展開に関する事項 

単なる製品の提供に留まらず、デザイン思考（Design Thinking）を

用いることで、ユーザーの潜在的な課題や期待に対して、従来の概念に

囚われずに、自らの保有技術とビジネス価値を同期させるプロセスを導

入し、ユーザーや市場ニーズを満足させるサービス・機能・ソリューシ

ョンの開発、提供を進めていくことが重要である。特にＩｏＴ、ＡＩ等

を活用した研究開発を進めるに当たっては、川下製造事業者や市場の反

応を試作品等にフィードバックさせながら、技術・製品の開発を進めて

いくといったアジャイル型の研究開発の視点を持つことも重要である。 

④事業の継続に関する事項 

自社の人材、インフラ、取引構造等について日頃から正確に把握し、

災害等が発生した場合の早期復旧とサプライチェーンの分断防止のた

め、危機対処方策を明記した事業継続計画（ＢＣＰ（ Business 

Continuity Plan））をあらかじめ策定しておくことが重要である。 

⑤計算書類等の信頼性確保、財務経営力の強化に関する事項 

取引先の拡大、資金調達先の多様化、資金調達の円滑化等のため、川

上中小企業者等は、「中小企業の会計に関する基本要領」又は「中小企

業の会計に関する指針」に拠った信頼性のある計算書類等の作成及び活

用に努め、財務経営力の強化を図ることが重要である。 

⑥ＩｏＴ、ＡＩ等によるデータ利活用に関する事項 

ＩｏＴ、ＡＩ等の活用により、川上中小企業者等が有する基盤技術の

高度化を図ることが期待される一方、重要な技術情報等を狙ったサイバ

ー攻撃は増加傾向にあり、その手口も巧妙化している。データを扱うに

当たっては、「ＩｏＴセキュリティガイドライン」等を参考にしつつ、

こうしたサイバー攻撃のリスクを認識し、自社に加え、取引先等の関係

者も含めたセキュリティ対策を講じることが重要である。また、中小企

業者等が、他者と連携してデータを活用・共有するためには、データの

利活用促進と適切な保護の観点から、「データの利用権限に関する契約

ガイドライン」等を参考にしつつ、データ活用の在り方に関して十分な

協議の上で公平かつ適切に取り決めを行い、契約においてデータの利用

権限や保護の考え方を明確にしていくことが重要である。  


